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近年，高齢者が係わる交通事故の割合が増えている．今後，高齢化が一層進むことが予想されており，

高齢者の交通事故対策は喫緊の課題である．高齢運転者による交通事故は，自身だけでなく他者にも危害

が及ぶ可能性がある．現在，地方自治体では高齢者に運転免許の自主返納を促しているが，十分浸透して

いるとは言いがたく，免許返納を促す環境整備が必要不可欠である．環境整備の一つとして，免許返納後

のモビリティ確保がある． 
本研究では，埼玉県東松山市において，交通空白地域の解消，モビリティ確保の観点から導入されたデ

マンドタクシーの運行が，高齢者の免許返納意識に動機付けするかを検証した．その結果，デマンドタク

シーを積極的に活用し，外出意欲が高い高齢者ほど，免許返納の可能性が高いことが推察された． 
 

     Key Words : demand responsive transport, relinquishment of driving license, travel behavior 
 
 

1. はじめに 
 
近年，日本における交通事故の発生件数は減少傾向に

ある一方で，高齢者層が占める交通事故の発生や死亡数

が増加している．その要因として，高齢者の身体的衰え

により運転が困難な状態であるにも関わらず，運転をせ

ざる得ない状況になっているからである．警察庁の統計

調査によると，2015年時点で65歳以上が運転免許を保有

している割合は，全体の2割を占めるとされている1)．こ

のような社会的背景の中，運転免許自主返納制度が1998
年に施行された．これは，高齢によって車の運転が難し

いという方に対して免許の返納を求めているが，返納数

としては多くないのが現状である．  
免許を保持している理由は個人によって異なるが，公

共交通の整備が発達していなく，高齢者ドライバーが不

安を抱えながらも運転を継続しなければいけない状況下

にある人もいる．それが理由で運転免許が必須だという

方もおり，高齢者の移動手段の補完となる公共交通の整

備が今後の課題であるとされている． 
そこで本研究では，需要応答型交通システムの整備が

高齢者の運転免許の返納意識にどれほどの影響を及ぼす

のかを明らかにすることを目的とする． 
需要応答型交通システムとは，従来の電車や路線バス

等の公共交通手段に比べて，利用者のニーズに合わせた

交通手段であり，柔軟性に優れている．特に高齢で運転

が厳しい方々にとっての大事な移動手段の一つである．

利用形態については，地域特性によって異なっている2)． 
本研究では，需要応答型交通システムの対象事例に，

埼玉県東松山市の自治体が実施している，デマンドタク

シーとした．デマンドタクシーを利用している方々に対

してアンケート調査を行った．アンケート内容について

は，デマンドタクシーを利用した際の満足度やデマンド

タクシー利用による生活面の変化，免許返納意思ににつ

いてお聞きした． 
本研究の流れを図-1に示す．第2章では，免許返納に

関する事例を工学的アプローチに基づいて定量的に評価

している研究事例を整理する．その結果を踏まえた上で，

本研究の位置づけを明確にする．第3章では，本研究で

調査の対象とした東松山市の概要及びデマンドタクシー

の利用形態，利用実績，他の公共交通との関係性につい

て述べる．第4章では，デマンドタクシー利用者に対し

て実施したアンケート調査の概要及び集計結果と考察を

述べる．さらに集計結果より，アンケート回答者の免許

返納に対する分類化を行った．これらの特性について考

察を述べる．第5章では，前章で得られた結果を用いて

判別分析を行い，どのような要因で免許返納がされてい

るのかを明らかにする．また，デマンドタクシーの利用

と免許返納の間にどのような関係性があるのか考察する．
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最後に第6章では，本研究のまとめと今後の展望につい

て述べる．以上が本研究の流れとなる． 
 
 
2. 既往研究の整理 

 
運転免許返納に関する既往研究について整理すると，

現在までに，様々な観点から行われている．例えば橋本

ら3)は，警察庁が公表している運転免許返納者データと

独自に実施したアンケート調査の結果を用いて，地域や

居住地域に着目して免許返納者の特性について明らかに

した．その結果，バス停や病院等といった施設が多い都

市部の地域では免許返納者が多い一方で，自動車に依存

しなければならない中山間地域では返納が進んでいない

と述べている．さらに，免許保有者と返納者の両者を分

ける意識構造についても分析をした．結果として，日常

生活で車の使用による依存度で決まると述べている．そ

の上で返納制度を促進させていく為には，高齢者が車に

頼らなくても良いと感じられる環境を整える必要がある

と論じている4)． 
元田らは5)，高齢者の運転実態と運転免許返納意識に

着目をして両者の関係性について明らかにする分析を行

った．その結果，高齢者ドライバーが苦手としている運

転行為と高齢者講習で指摘された問題とに乖離性があり，

適切な自己評価がされていないと述べている．すなわち，

自身が運転を控えなければいけないのに，運転能力の低

下を認知できていないということになる．一方で運転に

対する自己評価が低い高齢者ほど，免許返納意思が高い

ことを述べている．その上で，公共交通の整備だけでな

く，やむを得ない運転継続の場合の車の安全機能高度化

についても重要であると論じている．またその他に，伊

勢6)，大野ら7)，小住ら8)がある． 
以上，工学的アプローチに基づいて定量的に免許返納

に関する分析を行った既往研究について整理した．いづ

れも公共交通の整備が高齢者の免許返納を促進していく

為には，重要であると述べている．本研究で対象とした

東松山市のデマンドタクシーは，他の自治体で実施して

いる需要応答型交通システムよりも利用者にとって非常

に使いやすい交通手段となっている．本研究の位置づけ

として， 本研究でデマンドタクシーの利用促進により，

免許返納意識に影響を及ぼすことの確認が重要であると

言える． 
 
 
3. 東松山市デマンドタクシーの概要 

 
本研究では，埼玉県東松山市で実施されているデマン

ドタクシーの利用が高齢者の免許返納意識に及ぼす影響

 

図-1 本研究の流れ 
表-1 対象地域の概要  

立地 ・埼玉県の中央に位置する 
・東京都心から50km程離れている 
・池袋⇔東松山市まで電車で50分 

人口数 ・89819人の校外都市 
・都市圏人口（東松山市，滑川町，嵐山

町，吉見町）で約11万人 
男女別高齢

者人口 
65歳以上男性：10975人（全体の12%） 
65歳以上女性：12641人（全体の14%） 

免許保有者

数 
男性免許保持者：33885人 
女性免許保持者：28070人 
合計：61955人（全体の70%） 

*2017年12月末時点 

表-2 東松山市デマンドタクシーの概要 
利用でき

る方 
東松山市民 

（かつ事前登録をされている方） 

運行日 月曜日～土曜日 
日曜・祝日は利用出来ない 

利用時間 午前8:30～午後5:00まで 
予約は利用日の3日前から可能 

運行区域 東松山市内の乗降ポイント 
病院や施設，スーパー等が乗降ポイントと

なっており，計520カ所が乗降地点 
*詳細については，図-2に記載 

乗車方法 大きく分けて3タイプの方法 
①自宅前から乗降ポイント 

②乗降ポイントから自宅前 

③乗降ポイントから乗降ポイント 

利用料金  
メーター料金 利用料金 

2000円未満 500円 
2000円~3000円 1000円 

3000円以上 1500円 
*支払い方法は，現金のみ 
*差額の金額を自治体が補助している 
*詳細については，図-3に記載 

タクシー

会社 
市内を運行している4社のタクシー会社 

（運行車両は普通車タクシー） 
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について分析を行った，本章では，研究対象とした，

東松山市の地域概要と同市で実施されているデマン

ドタクシーの概要について述べる．なお，同市で実

施されているデマンドタクシーは，他の地域で実施

されているデマンドタクシーと少し異なっているの

が特徴である．それらについても整理する． 
 

(1) 対象地域の概要 
 埼玉県東松山市の地域概要を表‐1に示す．埼玉県

の中央の場所に位置する．東京都心から50km程離れ

ているが，在来線1本で約50分程で向かう事が出来る．

人口は約9万人で，65歳以上の男性の人口割合は，全

体の12%となる．65歳以上の女性の人口割合は，全体

の14%となる．免許保持者数は，男性が33885人，女

性が28070人となっている．これは，全体の70%が保

持している．  
以上より埼玉県東松山市は，高齢者の割合が多く，

大半の方が免許を保持しているという事が地域の概

要から読み取ることが出来る． 
 

(2) デマンドタクシーの利用形態と利用実績 
表-2に東松山市デマンドタクシーの利用形態につい

て示す．事前登録制で市の住民が利用可能である．

利用可能時間は，月曜日から土曜日までの午前8:30か
ら午後5:00までとなっている．他の地域で実施されて

いるデマンドタクシーは，終日運行されているのが

多い一方で，東松山市のデマンドタクシーは，曜日

と時間が決まっているのが特徴である．運行区域は

東松山市内の病院やスーパー等に乗降ポイントと設

定してあり，約520カ所の地点で乗り降りが出来る．

表-3に乗車ポイント種類別の乗車ポイント数の内訳結

果を示す．比較的設置数が多い傾向にあるのが，

駅・バス停，病院・診療所，自治会館・集会所が多

い．その理由として，利用者層の狙いとして高齢者

を当てているからである．乗車方法は，大きく分け

て3タイプとなる．自宅から乗降者ポイント，乗降者

ポイントから自宅，乗降者ポイントから乗降者ポイ

ントとなる．利用料金は，利用者にとって安価な料

金設定となっている．メーター料金で2000円以下なら

ば利用者は500円の負担となり，2000円から3000円未

満ならば1000円，3000円以上ならば1500円が負担額と

なる．自治体の負担額と利用者の負担額の関係性に

ついて示したのを図-2に示す．自治体の負担額は，利

用者の乗車距離が長いほど増加する特徴を持ってい

る．また利用者の負担額は，一定の距離を過ぎると

料金が上昇する特徴を持っている．その為，普段か

らデマンドタクシーを利用している方は，料金が上

表-3 乗降ポイント別の利用件数 
乗車ポイント種類 乗車ポイント数 

駅（改札口） 10ヶ所 

バス停 83ヶ所 

金融機関 25ヶ所 

学校、幼稚園、保育園 53ヶ所 

公共施設 37ヶ所 

福祉施設 17ヶ所 

病院、診療所 66ヶ所 

歯科医院 50ヶ所 

整骨院、接骨院 42ヶ所 

商業施設 45ヶ所 

自治会館、集会所 92ヶ所 

 

図-2 自治体と利用者負担額の関係性 
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図-3 東松山市デマンドタクシーの登録者数の推移 

 

図-4 登録者の年齢と性別の内訳結果 
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昇する直前に降車している傾向が強い事がタクシード

ライバーからのヒアリング調査より明らかになった．

その為，料金体系の検討が必要であるが，本研究では，

言及しないことにする． 
次に，デマンドタクシーの利用実績について述べる．

なお，利用実績については，平成28年度の12月末時点

での利用実績を集計した．デマンドタクシーの登録者

数の推移を図‐3に示す．登録者数は年々増加している

のが図より読み取れる．東松山市の人口が約9万人の

為，現時点で全体の15%がデマンドタクシーの登録を

しているという事になる．これは他の自治体で実施さ

れている需要応答型交通システムの登録者数の割合と

比較すると，高い割合となっている．すなわち，東松

山市の住民は，デマンドタクシーへの依存性が高いこ

とが言える．続いて平成28年度の12月分の利用者の個

人属性を図‐4に示す．左図が年齢，右図が性別の内訳

結果を示している．特筆すべきは，60代以上の女性の

方が大半を占めている事である．高齢者の利用の割合

が高いのは，日常的に移動手段として活用されている

からであると考えられる．また女性の利用の割合が高

いのは，男性と比較して，買い物等によって外出する

機会が多い為であると考えられる．図-5は，平成28年
12月の乗降ポイント種類別内訳結果を示している．最

も乗り降りされているポイントは，自宅で次いで病院

施設等，駅・バス停となっている．これらを整理する

と，東松山市の住民のデマンドタクシーの使い方とし

て，病院への通院時や市街へ出かける際に使われるこ

とが多いことが特徴である．図‐6は，どの距離が最も

利用されているかを示している．多くの利用者がタク

シーメーター料金で2000円未満の範囲内で使用してい

る事が図より読み取れる．この場合，利用者が負担す

る額は500円であり，差額分は自治体負担となるシス

テムになっている． 
 以上，平成28年12月分のデマンドタクシーの利用実

績についてまとめたが，高齢者の方が利用する傾向が

強く，利用者側の負担額は少額な為，使いやすく普段

の移動手段として活用されている事が明らかになった． 
 
(3) 他の交通手段との関係性について 
前節では，東松山市デマンドタクシーが住民の方の

移動手段の方法として重要な役割を担っていることが

明らかになった．しかし，その他の公共交通機関との

連携が取れれば，さらなる利用者の増加が期待できる．

そこで本節では，他の交通手段とデマンドタクシーの

関係性について述べたいと思う． 
東松山市では，市内を移動する交通手段として，デ

マンドタクシーの他に循環バスが運行している．本研

 

図-5 平成28年12月分の乗降ポイント種類別の内訳結果 

 

図-6 平成28年12月分の料金別の内訳結果 
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図-7 市内を運行する循環バスの売り上げ推移 

 
図-8 循環バスとの連携に関する取り組み 
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究では，この循環バスとの連携が取れているかについて

着目をした．図‐7に循環バスの平成27年の4月から平成

28年の12月までの1か月あたりの運賃収入と1人当たりの

輸送単価を示す．デマンドタクシーは平成27年の4月か

ら12月までが試験的に導入された期間であり，その後の

平成28年の4月から本格的に導入された．循環バスの運

賃収入はデマンドタクシーが本格的に導入された事によ

って，収入が減少しているのが読み取れる．そこで現在，

東松山市では，図‐8に示すように循環バスの利用者増加

の為に，デマンドタクシーの併用を推奨している．デマ

ンドタクシーと路線バスの乗り継ぎをすることでバスの

乗車賃が割引されるという制度になっている．  
 
 
4. 本研究で実施した調査について 

 

前章では，埼玉県東松山市で導入されているデマンド

タクシーの利用形態と利用実績及び循環バスとの連携に

ついて整理した．その結果，高齢者の方の移動手段の一

つとしてデマンドタクシーが有効に活用されている事が

明らかになった．本章では，このように車が無くても移

動に困らない交通手段が確保された場合，利用者は運転

免許を返納しても良いのか，免許返納意識についてアン

ケート調査を実施した． 
 

(1) 調査の概要 

本研究で実施した調査の概要を表‐4に示す．本調査で

は，デマンドタクシーの利用が高齢者の運転免許の返納

意識に及ぼす影響を分析する事を目的として行った．な

ので対象者は，デマンドタクシーを利用している方とし

た．配布方法は，デマンドタクシー乗車時にタクシーの

運転手から利用者に渡してもらい，後日郵送をしてもら

う形式とした．配布部数は300部配布し，その内の54部
が有効回答数だった．主な質問項目としては，年齢，性

別，世帯構成，外出頻度に関する個人属性，デマンドタ

クシーの利用状況や満足度に関する質問，さらにデマン

ドタクシー利用による日常生活における行動の変化の有

無，運転免許の保持の有無や運転頻度，免許返納意志に

関する質問を行った．表‐5，表‐6にデマンドタクシーの

利用満足度に関する質問項目と日常生活における行動の

変化に関する質問内容を示す．回答者には，それぞれの

項目を5段階で評価をしてもらった． 

表-4 アンケート調査の概要 
調査期間 平成 30年 1月 

対象者 東松山市デマンドタクシー登録者 

場所 埼玉県東松山市 

調査・回収 

方法 

デマンドタクシー利用時に配布・郵

送回収 

配布数 300部 

内訳 

イグチ交通 85部 

ダイイチ交通 30部 

観光タクシー 85部 

東松山交通 100部 

サンプル数 54（有効回答数） 

回収率 20.7% 

主な調査項目 

個人属性 

年齢,性別,世帯構

成 

外出頻度， 

デマンドタクシ

ーについて 

利用状況，満足度 

日常生活の変化 

自動車運転免許

について 

免許の有無,運転頻

度,免許返納意思 

表-5 デマンドタクシーの利用満足度に関する質問 
質問項目 不満 ⇔ 満足 

乗車ポイントの配置 1・2・3・4・5 
運行時間帯 1・2・3・4・5 
運行曜日 1・2・3・4・5 
料金の安さ 1・2・3・4・5 

待ち時間の長さ 1・2・3・4・5 
料金体系の明確さ 1・2・3・4・5 
予約のしやすさ 1・2・3・4・5 

運転の仕方（安全性） 1・2・3・4・5 
運転手の接客対応 1・2・3・4・5 

他の公共交通機関との乗

り継ぎのしやすさ 1・2・3・4・5 

表-6 デマンドタクシー利用による日常生活に 
おける行動変化に関する質問 

質問項目 思わない ⇔ 思う 
外出機会が増えた 1・2・3・4・5 

訪問する場所が増えた 1・2・3・4・5 
市の中心街を行く回数が

増えた 1・2・3・4・5 

家族による送迎回数が 
減った 1・2・3・4・5 

交通の出費が増えた 1・2・3・4・5 
公共交通機関の利用回数

が増えた 1・2・3・4・5 

4%
2%

5%
7%

4%
2%

11%

39%

23%

5%

0%

5%

10%

15%

20%

25%

30%

35%

40%

45%

50歳代以下 60歳代 70歳代 80歳代 90歳代以上

男性 女性  
図-9 回答者の年齢と性別の内訳結果 
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(2) 集計結果 

本節では，デマンドタクシーを利用している方へ実施

したアンケート調査の集計結果の考察をする．回答者の

年齢構成と性別の内訳結果を図‐9に示す．最も回答の多

かったのは，70代の女性であった．次いで多かったのが

80代の女性であった．全体的に女性の回答が多い傾向に

なった．しかしこれは，もともとが高齢の女性がデマン

ドタクシーを利用していることが，平成28年度12月の利

用実績データから明らかになっているので，妥当な結果

ではないかと言える．図‐10，図‐11にデマンドタクシー

の利用に対する満足度調査の回答結果とデマンドタクシ

ーの利用による日常生活における行動の変化に関する回

答結果を示している．デマンドタクシーの満足度につい

て見てみると，多くの方が満足している．しかし一方で，

運行日や運行時間については，不満を持っている人が少

なからずいる事も読み取れる．これは，デマンドタクシ

ーの運行を日曜日も営業し，さらに午後5時以降も運行

をして欲しいということである．これについては，市で

も検討をしている最中であり，今後の課題となっている． 
次に日常生活における行動の変化に着目すると，デマ

ンドタクシーの利用によって日々の行動に良い影響を与

えている事が図より読み取れる．特にデマンドタクシー

の出現により，外出を積極的にするようになったという

回答が多かった．すなわち，デマンドタクシーの利用は，

外出意欲の向上につながっていると考えられる．表‐7は，

デマンドタクシー利用者の運転免許保持の状況について

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

運行日（月曜日～土曜日）

運行時間帯（8時30分～17時）

乗降ポイントの配置の適切さ

待ち時間の長さ

乗り継ぎのし易さ

料金体系のわかりやすさ

予約のしやすさ

運転手の接客対応

料金の安さ

運転の仕方（安全性）

とても不満 やや不満 どちらでもない やや満足 とても満足  
図-10 デマンドタクシーの利用に関する満足度結果 

表-7 回答者の免許保持の有無に関する集計結果 

  
運転免

許保持 

免許返納

済み 

取得して

いない 
合 計 

50代以下 3(1) 0(0) 0(0) 3(1) 

60代 3(2) 0(0) 4(4) 7(6) 

70代 2(0) 6(6) 16(15) 24(21) 

80代 1(0) 5(3) 9(8) 14(11) 

90代 0(0) 0(0) 5(3) 5(3) 

合 計 9(3) 11(9) 34(30) 54(42) 

（ ）は女性の数を表す 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

その他のタイプ

免許必須者

免許返納候者

１か月あたりの利用回数 0-４ １か月あたりの利用回数 5-9

１か月あたりの利用回数 10-14 １か月あたりの利用回数 15-19

１か月あたりの利用回数 20以上  
図-12 免許返納タイプ別による 

デマンドタクシーの利用回数の内訳結果 

 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

バス・電車の利用回数が増えた

交通の出費が増えた

中心市街地を訪問回数が増えた

外出頻度が増えた

訪問する施設が増えた

家族による送迎回数が減った

まったくそう思わない あまりそう思わない どちらともいえない 少しそう思う とてもそう思う  
図-11 生活面への変化に関する回答結果 

表-8 外出する機会と家族の送迎回数の関係性 

  
外出する機会が増えた 
減った⇔増えた  

家
族
に
よ
る
送
迎
回
数 

が
減
っ
た 

増
え
た⇔

減
っ
た 

  1 2 3 4 5 
合 
計 

1 6 0 2 0 0 8 
2 0 7 3 0 0 10 
3 0 3 6 0 3 12 
4 0 2 3 6 1 12 
5 0 2 2 2 6 12 

 
合 計 6 14 16 8 10 54 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

その他のタイプ

免許必須者

免許返納候者

送迎可能人数 0 送迎可能人数 1 送迎可能人数 2 送迎可能人数 3  
図-13 免許返納タイプ別による送迎可能人数別の内訳結果 
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示す．最も多い割合は，運転免許を元から持っていなか

った人達であった．その中でも女性の保持率というのは，

男性と比較して圧倒的に低い．一方で，免許返納の割合

が多いのも女性であることも表から読み取れる．すなわ

ち，普段の移動手段が確保出来れていれば，女性は比較

的免許返納をしても良いと思っていると考えられる． 
 
(3) 免許返納候補者と免許必須者の分類と考察 
日々の生活において十分な移動手段が確保出来ていれ

ば，運転免許を返納してもよいと考えられる．そこで本

節では，運転免許返納候補者と運転免許が無ければ普段

の生活が厳しい運転免許必須者の分類を行う．表‐8に分

類の際に使用したアンケートの集計結果を示す．本研究

では，これらのタイプがデマンドタクシーの利用により

日常生活における行動の変化に関する質問でお聞きした，

“外出する機会が増えたか”，“家族による送迎回数が

減ったか”の回答結果で決まると仮定をした．それぞれ

の質問項目に対して4か5を付けた回答者を運転免許返納

候補者とした（表‐8のオレンジで塗りつぶし部分）．そ

の理由として，家族の送迎回数が減ったが外出回数が増

加しているというのは，外出の際に，デマンドタクシー

を積極的に活用しているからであると考えられる．すな

わちこれらに当てはまる人達は，免許返納が可能ではな

いかと考えられる． 
一方で，どちらの質問項目も1か2を付けた回答者を運

転免必須者とした（表‐8の緑で塗りつぶし部分）．その

理由として，家族の送迎回数は減っていなく，外出する

回数も増えていないという事は，外出をする際は回答者

自身で運転をしているのではないかと推測できる．すな

わち，これに当てはまる人達は運転免許を返納すること

は日常生活を送る際に厳しくなると考えられる．これら

のタイプ以外の人達については，それ以外のタイプとし

た．今回の回答結果からは，判断がつかないとした．  
表‐9，表‐10に免許返納の可能性によってタイプ分けし

た内訳結果を示す．これらは，1カ月当たりのデマンド

タクシーの利用回数と家族や友人によって送迎してくれ

る人数との関係性を示している．免許返納候補者のタイ

プに属している特徴は，1カ月当たりのデマンドタクシ

ーの利用回数が他のタイプよりも多く，送迎してくれる

人数も多いのが特徴である．一方で免許保持必須者のタ

イプは，デマンドタクシーの利用回数は低く，送迎して

くれる人数が少ないのが特徴である． 
すなわち，デマンドタクシーの利用により日常生活に

おける行動が変化した回答者は，免許返納の可能性があ

ると考えられる． 
以上，アンケート調査の回答結果を用いてデマンドタ

クシー利用による免許返納の可能性について検討した．

その結果，大きく分けて3つのタイプに分類することが

出来た．特に，免許返納候補者については，積極的にデ

マンドタクシーを利用しており，免許を返納しても生活

水準の変化がないのではないかと考えられる．  
 
 

5. 判別分析を用いた運転免許返納可否モデルの

推定と考察 

 
前章では，デマンドタクシーを利用している方を対象

に免許返納をしている方の特性把握や免許返納の可能性

の検討を行った．本章では，デマンドタクシーの利用者

がどのような要因で免許返納意識に基づいて決定されて

いるのかを判別分析を用いて明らかにした． 
 
(1) 使用データについて 

判別分析に用いたデータについては，アンケート調査

の回答結果を用いて分析を行った．推定の最には，デマ

ンドタクシーの満足度やデマンドタクシー利用による日

常生活における行動の変化に関する質問，個人属性の結

果を使用した．条件を変えて全部で6つのモデルを推定

した．表‐11に設定条件を示す．それぞれ使用した説明

変数と目的変数が異なっている．また説明変数の数が多

いのでステップワイズ法を適用して候補となる説明変数

を抽出した．  
表-11 判別分析の目的変数と説明変数の設定条件 

 目的変数 説明変数 
① 免許返納可否 個人属性のみ 

② 個人属性，デマンドタクシー

の満足度の回答結果， 
日常の生活の変化の回答結果  

③ 免許返納候補者 個人属性のみ 

④ 個人属性，デマンドタクシー

の満足度の回答結果， 
日常の生活の変化の回答結果  

⑤ 免許保持必須者 個人属性のみ 

⑥ 個人属性，デマンドタクシー

の満足度の回答結果， 
日常の生活の変化の回答結果  

 
(2) 推定結果と考察 

表‐12に推定結果を示す．全体的に共通して言えるこ

ととして，個人属性のみで推定してモデルよりも満足度

調査の結果や行動の変化を説明変数に入れた方が，的中

率の結果が高いことが明らかになった．すなわち，免許

返納を決定する要因となっているのは，個人属性だけで

説明するのは難しいと考えられる．次に全体的に共通し

て言えることとして，デマンドタクシーの満足度調査の

結果よりも日常生活における行動の変化の結果の方が有
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意に効いてきているということである．すなわち，免許

返納の決定しているのは，デマンドタクシーに対して満

足しているかどうかではなく，デマンドタクシーを利用

する事によって，利用者の日常生活の行動に変化したか

どうかが重要であると言える．部分的に推定したモデル

のパラメータの値に着目すると，免許返納候補者モデル

のパラメータの符号と免許必須者モデルのパラメータの

符号で反転をしている．これは両者のモデル間で対とな

る結果となる為，整合性が取れていると判断できる．今

回免許返納をタイプ分けした要因である，“外出する機

会が増えた”，“家族による送迎回数が減った”のパラ

メータの値に着目すると，既に免許返納をした回答者の

方が免許返納候補者と比較すると大きいことが読み取れ

る．すなわち，免許返納のタイプをこれらの２つの調査

項目で分類したことについては，妥当ではないかと考え

られる． 
 
 
6. まとめと今後の展望 

 
本研究では，需要応答型交通システムの整備が利用者

の免許返納意識に及ぼす影響分析について行った．対象

地域を埼玉県東松山市とした．同市ではデマンドタクシ

ーを自治体で実施しており，高齢者の移動手段の一つと

して有効に活用されている．本研究では，デマンドタク

シーの利用が高齢者の免許返納意識に及ぼしているのか

をアンケート調査を通して明らかにした．その結果．デ

マンドタクシーを活用している人程，免許返納を既にし

ている傾向がある事が明らかになった．さらに，今回の

アンケート結果から，未だ免許返納をしていないが，運

転免許を返納しても問題無いと判断できるタイプとこれ

からも運転免許が必須であるタイプ，どちらとも言えな

いタイプの3つに分けられることができた． 
次に分類化したタイプごとにどのような要因でそれら

のタイプが決定されているのかを判別分析を用いて明ら

かにした．その結果，免許返納意識の要因となっている

のは，デマンドタクシー利用に対する満足度結果よりも，

利用したことによりどのような行動変化が生じたのかの

表-12 デマンドタクシー利用者の免許返納意識に及ぼす判別モデルの推定結果 

属性 説明変数 

免許返納 免許返納候補者 免許必須者 

➀ ② ③ ④ ⑤ ⑥ 

推定結果 推定結果 推定結果 推定結果 推定結果 推定結果 

個
人
属
性 

１か月あたりのデマンドタクシーの

利用回数 
‐ 0.157* 0.102* 0.121* -0.077* -0.108** 

外出頻度 0.584* 0.756* ‐ 0.881** -1.012** - 0.976** 
徒歩(分) 0.050 ‐ 0.032 ‐ 0.057* ‐ 

送迎可能人数 ‐ 0.353 1.072* 0.619* -1.090* -0.517* 

男性ダミー（男性を 1） ‐ ‐ ‐ 2.132** -0.565 ‐ 
年齢ダミー（70歳以上を1） ‐ ‐ ‐ -0.560 0.474* ‐ 

バス停までの距離(km) 1.787* 1.896* ‐  -0.940 -0.704 

駅までの距離(km) ‐ ‐ ‐    

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
利
用
に
よ

る
満
足
度
の
質
問 

乗降ポイントの配置の適切さ ‐ -0.443 ‐ -0.399 ‐ 0.349 

運行時間帯（8時 30分～17時） ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ -0.449* 

運行日（月曜日～土曜日） ‐ -0.256 ‐ ‐ ‐ ‐ 

料金の安さ ‐ ‐ ‐ -1.432** ‐ -0.935** 

待ち時間の長さ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ 

料金体系のわかりやすさ ‐ 1.028* ‐ 0.617* ‐ -0.897* 

予約のしやすさ ‐ -0.881* ‐ ‐ ‐ -1.005* 

運転の仕方（安全性） ‐ 2.358** ‐ 0.640* ‐ 0.390 

運転手の接客対応 ‐ ‐ ‐ -0.992* ‐ ‐ 

日
常
生
活
に 

お
け
る
行
動
変
化
に
関

す
る
質
問 

外出する機会が増えた ‐ 0.449** ‐ 0.131** ‐ -1.248* 

訪問する施設・お店が増えた ‐ -0.332 ‐ ‐ ‐ - 

市の市街地を訪ねる回数が増えた ‐ 
 

‐ 1.019** ‐ -0.511* 

家族による送迎回数が減った ‐ 1.842** ‐ 1.126** ‐ -1.089** 

交通の出費が増えた ‐ -1.360** ‐ -0.800* ‐ 0.554* 

バス・電車の利用回数が増えた ‐ 0.476* ‐ ‐ ‐ ‐ 

バス・電車との乗り継ぎのし易さ ‐ 0.575 ‐ 0.351 ‐ -0.333 

 

定数項 -3.000 -11.677 -1.668 -0.064 -3.633 -11.026 

的中率（％） 66.67% 94.44% 80.56% 96.32% 77.78% 97.38% 

 サンプル数（有効回答数） 54 54 54 54 54 54 
**99%有意水準，*95%有意水準 
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方が要因として強いことが明らかになった．すなわち，

需要応答型交通システムの整備は，高齢者の免許返納意

識に影響を及ぼすことが確認できた． 
今後の展望として，本研究で実施したアンケート調査

の回答数が少量である為，サンプル数を増やしていくこ

とを今後の課題とする．また，本研究で得られた結果が

他の地域の需要応答型交通システムにも反映され，最終

的に高齢者ドライバー問題の解決の一助になればと考え

ている． 
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RESEARCH ON THE CONSCIOUSNESS ABOUT THE RELINQUISHMENT OF 

DRIVING LICENSE INDUCED BY THE DEMAND RESPONSIVE 
TRANSPORTATION 

 
Kota MIYAUCHI, Kazuyuki TAKADA 

 
Recently, the ratio of traffic accident involving elderly person has increased. Since aging of the popula-

tion will progress, it is urgently necessary to introduce the countermeasure for the traffic accident involv-
ing elderly person. Particularly, the traffic accident by the elderly driver may cause others harm and also 
suffer the family of the driver with mental anguish. 

Now, local governments introduce elderly drivers of the voluntary relinquishment of driving license. 
However, it does not penetrate enough into elderly drivers. Therefore, condition to promote the relin-
quishment of driving license will be improved. It is thought that one of the conditions is the securing of 
mobility after the relinquishment. 

In this study, the demand taxi of Higashi-matsuyama city, which is introduced from the viewpoint of 
cancellation of the traffic blank area and mobility security for the weak people in transportation was fo-
cused on. It is examined whether the introduction of the demand taxi influences on the consciousness of 
the voluntary relinquishment of driving license.  

As a results, It was inferred that the elderly actively use the demand taxi and have many opportunities 
to go out have a high possibility of relinquishment of driving license. 
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